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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
協
会
は
、
四
月
十
二

日
で
設
立
一
周
年
を
迎
え

ま
す
。
全
国
組
織
で
あ
る
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
の

福
岡
県
支
部
と
し
て
産
声

を
上
げ
て
か
ら
は
十
年
目

の
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
間
、
定
期
的
に
専
門

家
を
招
い
て
の
医
療
講
演

会
を
開
催
し
て
最
新
の
医

療
情
報
を
提
供
し
た
り
、
当

事
者
同
士
が
情
報
交
換
で

き
る
交
流
会
や
家
族
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。 

一
方
で
、
全
国
組
織
と
し

て
の
友
の
会
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
り
、
支
部
を
持
た

な
い
地
域
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
情
報
過

疎
地
域
」
の
患
者
・
家
族
を

ど
う
救
っ
て
い
く
か
も
大

き
な
課
題
で
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私

た
ち
は
友
の
会
の
一
支
部

か
ら
新
た
な
全
国
組
織
へ

の
脱
皮
を
図
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。 設

立
に
当
た
り
、
私
た
ち

は
こ
の
法
人
の
大
き
な
目

的
と
し
て
「
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト

病
患
者
と
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
や
問
題
の
解
決

を
図
り
、
か
つ
ベ
ー
チ
ェ
ッ

ト
病
に
対
す
る
社
会
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
患
者

の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の

向
上
に
寄
与
す
る
」
と
定
め

ま
し
た
。 

そ
の
大
き
な
目
標
の
た

め
に
、
患
者
・
家
族
一
人
一

人
が
明
る
く
、
楽
し
く
参
加

す
る
こ
と
の
で
き
る
組
織

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
理
事
長
・
大
本
律
子
） 
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ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
友
の

会
の
一
支
部

と
し
て
誕
生

し
た
私
た
ち

の
会
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
な
っ
た

の
か
。
申
請
時

に
添
付
し
た

「
設
立
趣
旨

書
」
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

◆ 
 

ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
と
は
、

口
腔
粘
膜
の

再
発
性
ア
フ
タ
性
潰
瘍
、

外
陰
部
潰
瘍
、
皮
膚
症
状
、

眼
症
状
の
四
つ
の
症
状 

を
主
症
状
と
す
る
慢
性
の

全
身
性
炎
症
性
疾
患
で
、
過

去
に
は
若
年
者
の
失
明
原

因
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
に

国
が
最
初
に
指
定
し
た
難

病
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
に
は
約
二
万
人
の

患
者
が
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
発
症
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
完
全

に
は
解
明
さ

れ
て
い
な
い

こ
と
、
病
名
確

定
に
至
る
検

査
法
が
確
立

さ
れ
て
い
な

い
こ
と
等
か

ら
、
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
を
発

症
し
な
が
ら

も
専
門
医
の

診
断
を
受
け

る
の
が
遅
れ
、

適
切
な
治
療

の
開
始
ま
で

長
時
間
を
要

す
る
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら

れ
ま
す
。 

当
団
体
は
平
成
二
十
一

年
五
月
、
全
国
組
織
で
あ
る

「
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の

会
」
の
福
岡
県
支
部
と
し
て
、

福
岡
県
内
の
患
者
・
家
族
が

集
ま
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
、
専
門
家
を

招
い
て
の
医
療
講
演
会
を

開
催
し
て
最
新
の
医
療
情

報
を
提
供
し
た
り
、
当
事
者

同
士
が
情
報
交
換
で
き
る

交
流
会
や
家
族
会
な
ど
の

場
を
提
供
し
た
り
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら

に
行
政
や
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
、
調
査
研
究
へ
の

協
力
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

一
方
で
、
全
国
組
織
と
し

て
の
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友

法人化の歩み～設立趣旨書から～ 
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の
会
の
活
動
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
り
、
支
部
を
持
た

な
い
地
域
も
広
が
っ
て
き

て
、
こ
う
い
っ
た
「
情
報
過

疎
地
域
」
の
患
者
・
家
族
の

救
済
も
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
、
友
の
会
の
一
支
部
か
ら

全
国
的
な
活
動
を
行
え
る

組
織
へ
の
転
換
を
決
意
し

ま
し
た
が
、
実
務
を
担
う
事

務
局
設
置
に
か
か
る
事
務

作
業
や
、
官
庁
や
医
療
機
関

と
の
折
衝
等
で
、
任
意
団
体

の
ま
ま
で
は
支
障
が
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
社

会
的
認
知
を
得
る
た
め
に

も
法
人
化
が
急
務
と
な
っ

て
き
た
次
第
で
す
。 

【
平
成
二
一
年
五
月
】 

 

「
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の

会
福
岡
県
支
部
」
を
設
立
。

そ
の
後
、
医
療
講
演
会
、
患

者
交
流
会
な
ど
を
定
期
的

に
実
施 

【
平
成
二
五
年
五
月
】 

 

家
族
の
会
設
立 

【
平
成
二
七
年
一
月
】 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

設
立
を
検
討
開
始 

【
平
成
二
八
年
六
月
】 

 

支
部
総
会
に
お
い
て
特
定

非
営
利
活
動
法
人
へ
の
転

換
を
決
議 

【
平
成
二
八
年
一
一
月
】 

設
立
総
会
を
開
催 
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本
協
会
の
定
時

総
会
及
び
医
療
講

演
会
を
以
下
の
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

◆ 

日
程
：
六
月
十
日
（
日
） 

場
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

７
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
福
岡

市
中
央
区
天
神
一
・
四
・
二
） 

【
交
流
・
相
談
会
】
午
前
十

一
時
か
ら 

 

【
医
療
講
演
会
】
午
後
一
時

か
ら 

講
師
：
宮
村
知
也
医
師
（
九

州
医
療
セ
ン
タ
ー
膠
原
病

内
科
） 

【
定
時
総
会
】
午
後
二
時
四

十
五
分
か
ら 

～行政書士に聞いてみた～ 

【相続と遺言 その１】 

 

「争族」という単語が、テレビドラマ

に登場して注目されました。遺産をめぐ

る家族、一族の争いを表した言葉です。 

「我が家には揉めるほどの財産はな

いから…」という方も多いのですが、実

は裁判所で争われる遺産分割トラブル

の 75％が遺産総額 5,000万円以下、その

うちの４割超が 1,000万円以下と言われ

ています（平成 28年）。 

さらに最近の税法改正で、相続税の課

税範囲がぐっと広がったことをご存知

でしょうか。たとえば配偶者とお子様２ 

人が相続人となった場合、遺産総額

8,000 万円まで無税だったものが、いま

は 4,800万円を超えると課税されるよう

になりました。一戸建ての家を持ってい

たり、高額な生命保険に入っていると簡

単に超えてしまうような金額です。 
 「相続」の問題はけして他人事ではな

いのです。 
（行政書士・城戸万之助） 

【
編
集
後
記
】 

や
っ
と
会
員
の
皆
様
に
会
報
を
お
届
け 

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
発
行
に
あ
た
っ
て
悩
ん
だ
の 

が
名
称
。
そ
し
て
、
数
あ
る
候
補
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の 

が
、
こ
の
「
澪
標
（
み
お
つ
く
し
）
」
で
す
。
澪
標
と
は
、 

海
上
を
航
行
す
る
船
に
、
こ
れ
か
ら
先
は
浅
瀬
で
あ
る
と 

知
ら
せ
る
杭
の
こ
と
。
「
不
安
で
一
杯
の
患
者
・
家
族
の
み 

な
さ
ん
（
小
舟
）
が
、
座
礁
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
」 

と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
会
報
は
会
員
の
皆
様
を
つ 

な
ぐ
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら
本 

誌
が
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 


